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午前９時59分開会

会議に付した案件

○意見交換

宮崎県技能士会連合会

１．技能士確保の現状と課題について

○協議事項

１．県外調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 岩 切 達 哉

副 委 員 長 日 高 博 之

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 横 田 照 夫

委 員 濵 砂 守

委 員 山 下 博 三

委 員 右 松 隆 央

委 員 田 口 雄 二

委 員 新 見 昌 安

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 図 師 博 規

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

意見交換のため出席した者

宮崎県技能士会連合会

副 会 長 朽 木 充 嗣

副 会 長 松 浦 秀 次

副 会 長 西 府 茂 樹

専 務 理 事 山之内 稔

理 事 佐 藤 義 一

理 事 井 上 和 秋

理 事 上米良 伸 行

監 事 野 口 英 幸

監 事 松 山 寛

事 務 局 長 山 口 幸 一

事務局職員出席者

政策調査課主幹 黒 木 誠

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

○岩切委員長 それでは、ただいまから、雇用

人財育成・確保対策特別委員会を開会いたしま

す。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

本日は、宮崎県技能士会連合会と意見交換を

行いたいと思います。御出席いただく皆様方に

ついては、資料１のとおりでございます。

そして、意見交換の後、来月の県外調査等に

ついて御協議いただきたいと思いますが、この

ように取り進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、そのように決定いた

します。

意見交換先の入室のため、暫時休憩いたしま

す。

午前10時０分休憩

午前10時１分再開

○岩切委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

ただいまから、宮崎県議会雇用人財育成・確

保対策特別委員会と、宮崎県技能士会連合会様

との意見交換を始めさせていただきます。

初めに、一言御挨拶を申し上げます。
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改めまして、おはようございます。私は、こ

の特別委員会の委員長を務めさせていただいて

おります、宮崎市選出の岩切達哉と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

技能士会の皆様方には、日ごろから、この宮

崎県の発展のために大変御奮闘いただいており、

心から感謝申し上げます。とりわけ、皆様方の

それぞれお持ちの技能がない限り、宮崎県の建

物や土地の開発、橋梁を含めて発展しないもの

というふうに認識しているところでございます。

本日の委員会を通じまして、皆様方の持つ技

能がこれから先も継承されることを、どうにか

して議会の立場で見つめていきたいと、検討し

てまいりたいというふうに思っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、大変お忙しい中、御出席をいただき

まして、心からお礼を申し上げたいと思います。

本日は、宮崎県技能士会連合会様における技

能士確保の現状と課題についてお伺いさせてい

ただこうというふうに思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

それでは、委員の紹介をいたします。失礼し

て、座らせていただきます。

最初に、私の隣が日向市選出の日高博之副委

員長です。

続きまして、皆様から見て左側から、都城市

選出の徳重忠夫委員です。

続きまして、宮崎市選出の横田照夫委員です。

続きまして、西都市・西米良村選出の濵砂守

委員です。

続きまして、都城市選出の山下博三委員です。

宮崎市選出の右松隆央委員です。

続きまして、皆様から見て右側から、延岡市

選出の田口雄二委員です。

続いて、宮崎市選出の新見昌安委員です。

続きまして、宮崎市選出の前屋敷恵美委員で

す。

続きまして、児湯郡選出の図師博規委員です。

よろしくお願いいたします。

それでは、早速でございますけれども、宮崎

県技能士会連合会様から御挨拶と団体の概要、

意見交換事項の御説明をお願いしたいと存じま

す。よろしくお願いいたします。

○朽木副会長 宮崎県技能士会連合会の副会長

をさせていただいております朽木でございます。

よろしくお願いいたします。

本日は、雇用人財育成・確保対策特別委員会

に技能士会連合会として意見交換をさせていた

だくということで、非常に貴重な時間をつくっ

ていただいてありがとうございます。

ちょっと私も、こういう会場に来るのが初め

てなものですから、非常に緊張して上がってお

りますが、各理事の方々も、ほとんど毎日現場

とかそういうところで、実際に現場の技能士さ

んたちと一緒に働いている仲間でございますの

で、現場の声をいろいろと議会のほうにも伝え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。

まず初めに、参加者の紹介をさせていただき

ます。座ってさせていただいてもよろしいでしょ

うか。

○岩切委員長 はい、お座りください。

○朽木副会長 済みません。副会長のとび技能

士会の松浦さんです。

同じく副会長の室内園芸装飾技能士会の西府

さんです。

続きまして、理事の左官技能士会の佐藤さん

です。

同じく理事の建築配管技能士会の井上さんで

す。
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同じく理事の型枠技能士会の上米良さんです。

監事の板金工業組合技能士会の野口さんです。

監事の畳工業組合技能士会の松山さんです。

専務理事の職業能力開発協会の山之内さんで

す。

事務局長の山口さんです。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

一応、きょうは建築関係の技能士会の意見交

換ということで、建築関係の技能士会の役員の

方を中心に参加をさせていただいております。

今回、技能士会について、私どもとしては、

人材確保といいますか、御存じのとおり少子化

の関係でどの業界も人材が少なくなっています

し、また今後、高齢化のために、あと10年もす

ると、ほとんど建設業の実際の技能士が減って

いくという現状を踏まえて、本日、宮崎県とし

て、いろいろ御要望等も含めながら、お話をさ

せていただきたいと思っております。

以上でございます。

○山之内専務理事 それでは、宮崎県技能士会

連合会の概要について、私のほうから説明させ

ていただきます。皆様には、県職員在職中には、

いろいろと御指導、御支援いただきまして、ど

うもありがとうございます。

それでは、お手元の資料の３ページをお開き

いただければありがたいかと思います。

まず、連合会でございますけれども、宮崎県

技能士会連合会ということで、技能士の技能・

知識の向上、それから社会的地位の確立を図る

ことを目的に、昭和53年６月５日に設立された

ところでございます。ことしで40年を迎えるこ

とになります。

それから、３番でございますけれども、宮崎

県技能士会連合会は、個別の技能士会が集まっ

てつくった連合組織でございます。会員の種別

は、正会員・個人会員・賛助会員の３種類ござ

います。

正会員は、すなわち個別技能士会としては28

の団体が加盟しておりまして、それぞれの技能

士会に所属する技能士、この総数は928名となっ

ております。

それから個人会員、個人で入っていらっしゃ

る会員の方が69名、それから賛助会員ですね。

そういった企業や団体が42ということになって

おります。

それから、四角囲みの中に28の正会員、この

全てを列挙しております。これを見ていただく

とわかりますように、とびとか建築配管とか、

そういった職種、建築系、あるいは建設系の職

種が半分以上を占めておりますが、印章彫刻と

かフラワー装飾、そういった建設・建築とは直

接関係がないというか、それとはちょっと異なっ

た職種の技能士会も多数参加しております。

近年、連合会に加入する技能士会が減少ぎみ

でございました。一方で、本年になって屋根工

事組合連合会の青年部とか、あるいは染色補正

技能士会、これは、しみ抜き関係になるわけで

ございますけれども、そういった技能士会に新

たに加入していただいているところでございま

す。

それから、４の組織構成でございますけれど

も、ごらんのように、会長・副会長・理事、そ

れから監事の職を設けております。会長には、

こちらの横田議員に御就任いただいております。

本日出席している役員以外に造園技能士会、

それから建築大工技能士会、それから塗装技能

士会、それからフラワー装飾技能士会、和裁技

能士会の会長さんに、理事に就任していただい

ております。
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それから、続きまして４ページをお開きくだ

さい。

私どもの連合会がどういった活動をしている

かということにつきまして、平成29年度の状況

を中心に御説明申し上げます。

まず、広報活動でございますが、会報を1,500

部ほど発行しまして、会員とか、あるいは関係

機関、団体に配付しております。さらに、連合

会独自でホームページを立ち上げておりまして、

私どもの活動を広報しているところでございま

す。

それから、（２）でございますけれども、表彰

関係でございます。毎年、技能士会連合会、そ

れから県、それから職業能力開発協会、この３

者共催で職業能力開発関係表彰・伝達式をいう

ものを実施しております。昨年は12月に県庁講

堂で実施しまして、技能士会の功労者や卓越し

た技能者を表彰したところでございます。

それから、（３）でございますけれども、講習

会ということで、これ、建設機械整備という技

能検定があるわけでございますけれども、そち

らの受験者を対象に講習会を実施したところで

ございまして、平成29年度は約30名の受講者が

あったところでございます。

それから、（４）でございますけれども、平成29

年度は県のほうに技能振興とか、あるいは技能

士の地位向上等に関しまして要望活動を行った

ところでございます。

それから、（５）以下でございますけれども、

（５）以下は、県からの委託を受けた事業でご

ざいます。

まず、（５）は技能まつりの開催でございます。

この事業は、昭和58年から実施しておりまし

て、ことしで36回目となる歴史ある事業でござ

います。毎回、一般の県民の方々を対象に、も

のづくりの体験とか実演、それから技能士の作

品展示等を行っております。

昨年は宮交シティを会場といたしまして、

約6,000人の来場者があったところでございま

す。なお、ことしは10月28日の日曜日にイオン

モール宮崎で開催する予定にしております。

それから、（６）でございますけれども、匠の

技ジュニア体験教室、これは、平成29年度の事

業名でございますけれども、これは小・中学校

に技能士を派遣しまして、子供たちに技能体験

の場を提供すると。そのことによりまして、技

能に対する関心を高めるということを目的にし

ております。平成29年度は県内35の小・中学校

で実施いたしまして、参加した生徒の総数は897

名でございました。

（７）、これがものづくり担い手育成促進事業

でございますけれども、これは学生、高校の生

徒や若い技能者、そういった方を対象に、熟練

の、ベテランの技能者を派遣しまして短期訓練

を行うと。そのことによって、ものづくりの担

い手の育成を図るという事業でございます。平

成29年度は17件実施いたしまして、受講者は延

べ382名でございました。

大変簡単でございますけれども、私からの説

明は以上でございます。

続きまして、朽木副会長から、建設業（仕上

げ工事）における技能士確保の現状と課題につ

きまして御説明いたします。朽木副会長、よろ

しくお願いします。

○朽木副会長 それでは説明させていただきま

す。

５ページのほうの資料の、まず「はじめに」

ということでございますが、本日、建設業にお

ける技能士確保ということで、建設業について

説明させていただきますが、その中でも大きく
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３つに、技能士会の中でも分けられます。

まず、躯体職というとび、土工、型枠鉄筋と

いう大きい３つの職種、続きまして、私が属し

ております塗装、本日来ております左官、板金、

畳という仕上げ工事というもの。もう一つ、管

工事技能士会というのが当技能士会にございま

して、それは設備関係ということで、これは井

上理事のほうが担当しておりますので、３つの

職種について説明させていただきます。

まず初めに、仕上げ工事ということですけれ

ども、ご存知のとおり躯体が仕上がった後の仕

上げ工事ということで、建築に関してはそうい

う職種でございまして、比較的参入が多く職員

数も多い職種ではございますけれども、近年、

非常に減っております。

業界団体の統計としても、ここ数年で人手不

足というのが非常に起こってきておるというこ

とでございまして、その中でも、やはり職人さ

んとして入職が少ないというのと、入った後に

なかなか技能士まで育たないというような状況

が出てきております。

また、インフラ整備に対する役割としてとい

うことについては、現在非常に東北の震災復興

以来、また九州においては熊本の復興事業とい

うことで、また、東京においてはオリンピック

需要がまだ続いておりますので、そういうよう

な新築のインフラ整備の分野において人手が不

足している。

加えて、過去につくった維持修繕等も含めた

ことに対してのインフラ整備がおくれておると

いうことで、県のほうも、県土整備部のほうで

も数年前ぐらいからアセットマネジメントとい

うことで、いろいろ調査をされておりますし、

そういうようなことも今後必要になってくると。

そういうものに対して、技能士としての人員が

不足しているという現状でございます。

２番目のほうの職人不足の現状と課題という

ことですけども、社会的には以上のような災害

に対する復興とかそういうことで、県外も含め

て需要がふえている。なおかつ、それに対して

の新しい人材を、過去にもやはり、私たちも仕

事が減った関係で、なかなか補充ができていな

かったと。急にふやそうとしても、なかなかふ

えないと。

すぐに技能士、職人さんとして現場のほうで

仕事ができるわけでもないので、時間をかけな

がら育てなければいけないという状況でござい

ます。

それと、２番目の経済状況ですけども、各雇

用する側の企業として、非常に経済的に厳しい

状況が続いておりましたので、その中で若年者

を育成するために、なかなか投資することがで

きなかったというような現状が続いておるとい

うふうに考えております。

３番目の学校教育ですけども、新卒者を受け

入れる場合に、高校側も、以前はやはり県外企

業が非常に不況で、なるべく県内企業に斡旋を

したりとか紹介をされたわけでございますけれ

ども、非常に製造業とか関東地方のほうの景気

がいいもんですから、そちらのほうから非常に

いい条件で早めに学校のほうに就職案内が来る

と、企業案内が来ているので、優先的ではない

んですけれども、自動的にそちらのほうに生徒

さんが行くような現状じゃないかというふうに

感じています。

今も各学校に就職コーディネーターの方がお

られて、いろいろ意見交換させていただいてい

るんですけれども、前は頻繁に企業訪問してい

ただいたんですが、私たちも意見交換させてい

ただいたけれども、今はその前に、ほとんどが
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決まっている状況が発生しているのでというよ

うなことで、県外からの引き合いがある以上は、

やはりそちらのほうが優先するんじゃないかと

いうようなことで聞いております。

雇用状況についても、やはり都会のほうと、

都会と言うと、ちょっと語弊がありますけれど

も、宮崎よりは製造業とかそちらのほうが条件

がいいというのは現状だと思っております。

なおかつ学校の先生方も、なかなか建設業を、

職業系の先生たちも、現場のほうを余り見られ

る機会が今までなかったので、説明の資料とか、

そういうのも不足していたんじゃないかという

ことで、ここ２年ぐらいは、先生たちも生徒さ

んも含めて体験教室とか見学会とか、そういう

ようなことにも非常に参加をしていただいてい

るという現状にはなってきております。

３番目のほうの確保の現状ということですけ

れども、技能士の育成方法といたしましては、

入職してから現場を踏まえながら、まず２級技

能士になるのに実務経験が３年かかりますので、

その間に実技等を勉強しながら２級、それから

１級というふうに進んでいきます。

特に建設業の場合は登録基幹技能者という制

度がございまして、これは国土交通省が認定を

する制度でございまして、技能士は厚生労働省

がやる国家試験でございますけれども、これは、

まだ活用途中ではございますが、なおかつ全職

種に、まだ登録基幹技能者ができていないんで

すけれども、そういうような制度もございまし

て、その活用も県のほうにも、県土整備部のほ

うにも要望はしているところでございます。

それと、先ほども言いましたけれども指導者

の高齢化ということで、技能検定とかそういう

のに検定委員ですね。まず検定委員をしていた

だく方、あるいはその検定を受けるための事前

講習会とかそういうのをやる方が、だんだんと

高齢化をしていって少なくなっているという現

状でございます。

３番目の育成費用ということですけども、こ

れについては、いろいろと県のほうも制度をつ

くっていただいて、若年者35歳以下の検定料を

割り引くとか、非常にやっていただいてはいる

んですが、各技能士会を抱えている会社さんの

管理状況というか、その書類をつくるのに、非

常に煩雑というほどではないんですけども、結

構なれないという点があって、活用があんまり

されていないんじゃないかというのが現状じゃ

ないかと思っています。

皆さんが技能士を育てたいという気持ちはた

くさんあるんですけれども、それに対して助成

金とかそういうのも、いろいろつくっていただ

いてはいるんですけれども、活用がいまいちど

うなのかなというのが、ちょっと実感としてご

ざいます。

４番目ですけども、技能士の資格の特典とい

うことですが、これも県土整備部のほうで入札

条件等に技能士の常駐制度等々は入れていただ

いておりますが、それも、ちょっと活用という

か、実態がいかがなものかなという意見が出て

おります。というのは、常駐制度の資格者につ

いての確認事項がなされていないんではないか

という意見が、一部の技能士会から出ておりま

す。

５番目のほうなんですけれども、これは若者

について、建設業だけじゃなくて全般に言える

んですけれども、やはり少子化の関係で若手の

方が、まず、何かものづくりをやってみようと

いう気が、少し減ってきている。なおかつ、入っ

た後でも、技能士になって頑張って稼ごうとい

うところが、その辺のところの、切磋琢磨する
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というところが減ってきているんじゃないかと。

これについては、ほかの業種も同じかもしれま

せんけれども、建設業については、やっぱり現

場で現場対応というのが非常に難しいところが

ありますので、その辺で、やっぱり減少してい

るんではないかということでございます。

４番目で技能士会を取り巻く課題ということ

ですけれども、これは建設業界を取り巻く課題

というような形になるかと思いますが、宮崎県

については一般競争入札の導入が非常に早くて、

なおかつ設定金額も低かったものですから、九

州管内の他県から比べても建設業の育成に対す

る衰退というのは、多分早かったんではないか

と。

ほかの県では、一般競争は実施されておりま

すけれども、ある程度、人材育成できる程度の

企業さんが生き残りをかけてやられているとい

うような気がしております。

各企業が衰退しておりますので、（２）の業界

団体の衰退ということですけれども、これも、

建設業についてはほとんど業種団体というのが

幾つもございますので、その中の会員数が減っ

ている、企業数が減っているということで、企

業でできないことを業界単位として、いろいろ

活動したりとか、それで助成をしていたんです

けれども、その分が低下をしてきたので、やっ

ぱり技能士の育成についての業界としての補助

的なところが、機能が失われてきているという

ふうに考えています。

その結果として、各技能士会が衰退をして、

技連としても、今、会員数自体は減ってきてお

りますし、技能士会連合会としても、先ほどの

活動の範囲内で、新しい、何か新規的なものが

余りできていないというのが現状だと思います。

後ほど、また先週の20日に九州ブロックの技

能士会連合会の会長会がございまして、私が代

行として参加をさせていただきまして、その中

でも各県から同じような議題で意見交換をさせ

ていただきましたので、また発表させていただ

きたいと思います。

大きく、仕上げ工事というか建設業について

も含めた技能士会の現状ということで、報告さ

せていただきました。

続きまして、躯体職についてということでよ

ろしいでしょうか。

○松浦副会長 私のほうから、とび職人の現状

と課題ということで、７ページになります。次

のページを開いていただいて、９ページになり

ます。

朽木副会長さんが言われましたけども、とび

職と、あと躯体３職ですね、あと型枠、鉄筋、

同じことが言えると思います。ここを、ちょっ

と読み上げる形になりますけれども、よろしく

お願いいたします。

９ページ、とび職人の現状と課題として、と

び職は機械に頼ることのできないとび工事で、

建築工事においては欠かせない工程であり、と

び職人は、今後とも必ず必要とされる職業であ

ります。

人手不足の理由として、若年層の建設業在職

者の減少があります。若手の職人が業界を離れ

るということと、まず若手が入ってこないとい

う状況が続いています。

これは、建設業界の３Ｋ、いわゆる、きつい

・汚い・危険のイメージがついているというこ

とと、他産業に比べて、基本的な福利厚生が徹

底されていないと。あと、長時間労働、今は働

き方改革とか言われていますけれども、週休２

日とか、まず現場では、土曜日休みという現場

もありますけれども、人手不足なので、そこの
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現場で余っている人間がいたら、こっちの現場

を手伝ってくれと、そういうふうになって、ま

ず日曜日のみが休みで、現場によっては日曜日

も作業とかも出てきて、ローテーションが余り

できていないという状況が続いています。また、

低い給与水準、安い賃金でということで人が入っ

てこないと、そういったことが関係すると思い

ます。

とび職人をめぐる一番の問題は、やっぱり賃

金の低下であります。我々専門工事業者、下請

ですね、元請会社から安い金額でしか請け負え

ないので、どうしても賃金にそこが反映されて、

賃金が安くなります。労働に見合うだけのお金

がもらえないから、とび職人のなり手がいませ

ん。

そういったことも踏まえて、見積もりを提出

するときも、法定福利費とか諸経費とかいうの

を乗せて元請に提出しても、やっぱり元請から

予算がないからとか、値段交渉を結局させられ

て、まず見積もりどおりには金額はもらえない

と、受注できないということで、我々は下請で

すので、どうしても弱い立場にありますので、

元請から言われた金額でしないと、また、次に

仕事がもらえないんじゃないかとかになるので、

どうしても納得してその金額で仕事をするとい

うことで、どうしても下請なので、弱い立場に

あります。

またとび職は、とび職だけではないんですけ

れども、屋外での長時間の作業ですので、特に

夏場、もう常に熱中症の危険にさらされていま

す。夏場、会社ではもちろん熱中症対策として

現場ごとに給水サーバーとか熱中あめ、塩あめ

を準備して現場に持たせたりとか、ポカリスエッ

トとか、あと現場では小まめに水分とか塩分を

補給するように指導もしています。

さらに、空調服ですね、今、こうファンがつ

いているやつでバッテリーを充電して、中が涼

しいです。そういう服も準備して、あと、ヘル

メットの後ろ横の首とかを冷やしたり、いろん

な対策を夏は講じています。

それでも、やっぱり職人が朝に出て現場から

帰ってくると、本当に目がぼこっとくぼんでい

て、本当に疲れ果てて帰ってきます。

そういったのも、やっぱり、会社の社長とし

ても、そういったことをやっぱり現場にさせて

いるというのもありますし、皆様方もそうです

が、夏、かんかん照りのところを、真ん中を歩

けって言っているようなもんで、影があったら

影を歩けとか、そういうふうにやったりしてい

るんですが、現場では、どうしてもそういうこ

とはできないです。

特に躯体３職というのは、何もないところで

現場で働いて、中には鉄板が引いてあって40度

以上のそういうところで作業をしている、夏は

ほとんどそういうことがあります。

７月・８月というのは、どうしても現場で体

調が悪くなった、休ませたとか、中には救急車

で、命は落とさないけど救急車で搬送されたと

いうのも、よくあります。

この35度以上の日が連日続いて、その屋外で

作業すること自体が本当に過酷極まりなく、異

常なことだと思います。

僕が20年ぐらい前とか現場でやっていたころ

には、こんな連日、今でいう37～38度とかいう

ことがなかったんじゃないかと思います。この

地球環境の変化に伴い、働き方も変えなければ、

職人も夏場になるとどうしてもやめたいとか、

夏前になると、夏が来るんでやめたいとかいう

ふうなことが出てきます。

一応、その夏の期間、サマータイムの導入と
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いうのを検討していただければ、夏時間でいう

１時間じゃなく２時間ぐらい早くするような、

本当に７月・８月なので、２カ月だけのことな

ので、何かそういったことができればなと思っ

ております。

11ページから、そういった厚労省の資料とか

もつけています。

13ページは、これはとび技能検定の受検者数

なんですけれども、10年前からすると半分以下

ですね。今はもう、ことしが38名、40名を切っ

たぐらいしかいませんでした。平成20年とかに

なると90名近くあって、21年も90名と、半分以

下になっているということは、きついとか賃金

とかも反映されていると。とび職になっても魅

力がないとかいうふうなことが考えられると思

います。

15ページからは、熱中症の資料をつけており

ます。

400名、ずっとここ500名ぐらいで推移をして

います。その中でも次のページ、16ページを見

ると建設業です。一番左になりますけれども、

断トツでそういう熱中症の死傷者数がかなり多

くなっています。

17ページがこの時期です。時期が、７月・８

月と、ここが一番多くなっていますので、ここ

をどうにか、何か対策を打たないと、また今後、

とび職とか躯体職ですね、型枠、鉄筋、なりた

い人が出てこないんじゃないかと思います。

時間帯も18ページで、11時が多いんですけれ

ども、14時から後半にかけてずっと多くなって

いますので、できれば現場を朝早く始めて、14

時ぐらいに終わると、それからゆっくり過ごす

ということができればいいんじゃないかなと思

います。

あと、次からは事故事例が書いてあります。

ここは別にいいですかね。

私のほうからは、以上になります。ありがと

うございました。

○朽木副会長 もう一点よろしいでしょうか。

管工事も来られていますので、説明させていた

だいてよろしいでしょうか。

○岩切委員長 はい、どうぞ。

○朽木副会長 それでは井上さん。

○井上理事 管工事の井上です。お二人が述べ

られたことが、私もほとんど当てはまるんです

が、もう一点あるのは、県のほうにつくってい

ただいている県立産業技術専門校、西都にある

んですけれども、ここが、まず管工事関係の入

学者がかなり少ないということで、それからも

う一つ、ここを卒業しても、宮崎に残られる方

が１割にも満たないようなことを聞いておりま

すので、この辺の対策も、何とか考えていただ

くと、我々のほうでも業界としても一生懸命やっ

ておるんですけれども、なかなか入学者も、さっ

き言ったような県内に残る方も少ないというこ

とで、ますます宮崎の建設業というか、我々業

界の人数も足りないと。せっかく学校をつくっ

ていただいておるので、その辺は、またぜひと

もよろしくお願いしたいと思っております。

以上です。

○岩切委員長 ありがとうございました。非常

に詳しく御説明をいただきました。委員会の最

中ではあるんですけれども、ちょうど隣で解体

工事があっていまして、少し音がしますが、ぜ

ひマイクなど近づけていただいて御協力いただ

けたらと思います。

それでは、ここから御説明をいただいた事項

についての質疑や意見交換を行わせていただき

たいと思います。

委員の皆様からお伺いしたいことがあれば、
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お願いしたいと思いますし、また、技能士会の

皆様からも忌憚のない御意見などをいただきた

いと存じます。よろしくお願いいたします。そ

れでは、いかがでしょうか。

○右松委員 いろいろと御説明をいただきまし

て、ありがとうございました。皆様方の日々の

御尽力には、心から敬意を表する次第でありま

す。

それで、私たち自民党も、いろいろと業界の

方々、団体との意見交換を毎年やっていく中で、

どうしても、やはり建設業界の方々から、働い

ている方の高齢化と、それから若手技能士も含

めた不足というのが、深刻に進んでいるという

ことを、本当に重々、意見交換の中で伺ってい

るところでございます。

先ほどお話がありましたとおり、今後インフ

ラ整備、それから老朽化対策、道路保全であり

ますとか、そして災害時の対応でありますとか、

本当に大丈夫なのかなという心配をしていると

ころでございまして、また本県におきましては

防災庁舎でありますとか、それから国体施設、

そして県立宮崎病院と、立て続けに大型施設の

建設がこれから控えておりますので、果たして

本当に対応ができるのかなという、本当にそう

いった心配をしています。

場合によっては、県外から労働力を引っ張っ

てこないといけないような、そういう状況にな

りかねない、そこも非常に懸念をしております

けれども、現状として、10年後も含めてこういっ

た県の事業等に対しての対応が、今の状況の中、

可能なのかどうか、少し込み入った質問ではあ

りませんけれども、状況をちょっと、皆様方の

お考えをお聞かせいただければありがたいなと

思っております。

○朽木副会長 国交省の資料でも、建設業の就

労者のピークが今55歳なので、あと10年後に大

体65がピークになるというふうに言われており

ますし、多分、宮崎はそれがもっと進んでおる

と思います。

ただ、建設業の場合は、体がしっかりしてい

れば、まだ働けるというか、非常に無理な状態

もありますけれども、そういうような現状で対

応はできるとは思いますが、やはり若い方が、

なおかつ技能士として、単なる作業員ではなくっ

て技能士としての能力を上げていただかないと、

あくまでも現場作業ですから。先ほど松浦理事

が言われたように、非常に現場の作業状況とい

うのは、クーラーの中でやっているわけではな

いので厳しいものがありますので、それに対し

ては、やはり少しずつ、やっぱり切れ目なく若

手を入れて育てるというのが、私たち業界、な

おかつ技能士会の使命かなというふうに考えて

おりますし、それに対して、なおかつ現場作業

ですので、建設業というのは、やっぱり特殊な

作業も多々ありまして、単純作業と、そういう

特殊な作業の組み合わせでやっておりますから、

ベテランと若手が常に相互に協力してやってい

るという状況ですので、それをここ10年ぐらい、

多分若手がかなり減ってきているという状況で、

なおかつそれに対して新規の入職者が少ないと

いう状況だと思っておりますので、今、努力し

ないと、今後10年は先が見えてこないというふ

うに考えております。

じゃあ、補足をちょっと。

○松浦副会長 うちもそうなんですけども、今、

外国人労働者ですかね、実習生を使っていると

ころが、３年ぐらい前はほとんどいなかったん

ですけれども、僕も３年ぐらい前からちょっと

始めて、ふえていって、今は本当に周りでも、

ほとんど外国人労働者に頼って、実習生ですね、
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頼っているところが多いですね。

前は結構大きい会社がと思ったんですが、今

は本当に、うちのとびの仲間でもそうなんです

けれども、５人ぐらいでやっているところでも

ベトナム人の実習生を入れて８人ぐらいでやる

と。ほぼ皆さん、どうしてもそこに頼ってしま

うとこもありまして、でもそこを、職人が育て

られませんので、今、３年が５年になって、今、

何か５年が10年になるという話もあるみたいで、

今、アンケートとかもあるんですけれども、で

も、若手を育てて職人を育てていかいないと技

術の低下とかになりますから、何とか対応はで

きるんでしょうけれども、いいものは、やっぱ

りなかなかできない、何か大したことない、で

きないんじゃないか。

日本人を育てて職人にして、その中で作業員

として外国人労働者に頼るというのは、これは

どうしても仕方ないことなのかなと思うんです

けども、対応はできると思うんですが、なかな

か、今やっておかないと10年後どうなるのかな

というのもあります。

○右松委員 わかりました。ありがとうござい

ます。ごめんなさい、あと２つ簡単に伺いたい

のが、県の入札制度に関して、技能士資格がしっ

かりと生かされているような、そういった入札

制度になっているのか、あるいは、先ほどちょっ

とお話がありました常駐の資格者制度の確認作

業がしっかりできているのかどうか。非常に、

やはり技能士の資格を持った方が生きるような、

そういう制度というのは大事だと思っています

が、率直なお考えとして、ちょっとお答えづら

いかもしれませんけれども、県の入札制度に要

望といいましょうか、現状も含めて教えていた

だくとありがたいです。

○朽木副会長 どうもありがとうございます。

これは、一応、板金技能士会さんからのほうか

ら、ちょっと提案ということで以前から出て、

県土整備部のほうにも上げているんですが、入

札制度に、まず１級技能士の常駐制度がありま

すと。それで参加してとられますということで、

１級技能士の参加資格書も提出してありますと

いうことで御回答が大体来ているんですが、実

際、その方が、その現場で陣頭指揮をとられて

いるのかどうかという確認までは至らないとい

うことで、顔写真つきの本人確認ができるもの

での常駐確認はいかがかということでお話を以

前させていただいたんですが、その中で、技能

士については技能士カードというのがあるので、

それを活用したらいかがでしょうかという御提

案をしたんですけれども。

その後、国交省のほうがキャリアアップシス

テムというのを、今、進行中で、それを活用し

たほうが早いということで、これが３年前の話

なんですけれども、それが来年度の４月まで、

今、延びておりますので、それが運用できた時

点では、やっぱり技能士の本人確認と活用をお

願いしたいというふうに、これは強くお願いを

したいと思っております。

ただ、キャリアアップシステムが、なかなか

国のほうの運用が遅くなっておりますので、そ

の辺についての確保が今のところ厳しいのかな

というふうに考えております。

○右松委員 最後にします。先ほど、まさに朽

木副会長さんがおっしゃった、建設キャリアアッ

プシステムについて伺いたいんですけれども、

やはり国が、先ほどお話がありました技能士と

しての能力を上げていくことが大事だと、そし

て一方では、それをしっかり評価をしていく制

度も大事だということで、こういった見える化

していくという形で、今、進んでいるわけでご
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ざいます。

その中で、建設技能者一人一人の経験とかそ

の技能とか、そういったところも業界横断的で、

業界統一的なルールで把握していくと。客観的

に、継続的に蓄積確認をしていくことができる

ようなキャリアアップシステムが、どれほど皆

様方にとって期待されているのかどうか。

これは、話によりますと、建設技能者を保有

する資格者ごとに、固有のＩＤを付されたＩＣ

カードで、いろいろとどこの現場で働かれて、

細かくそれが蓄積されていくような、それをま

た評価して、おそらく入札とかいろんな形で反

映されていく方向なのかなと思うんですが、も

う一つは、若手を雇用していく面で、ここはしっ

かりと、この業界のところでは自分の技術が評

価されているんだなと、ここをしっかりリンク

して技術者をふやしていくというそういう意図

が国のほうはあるというふうに伺っていますが、

それに対してどういった御感想でもいいんです

けれども、期待も含めて、もしくはなかなか難

しいのか、最後に教えていただければありがた

いなと思っております。

○朽木副会長 キャリアアップシステムについ

ては、私は個人的に非常に期待をしているとこ

ろでございますし、100％の運用ができると業界

の改善、あるいは働き方改革までつながるよう

なシステムだというふうに期待をしております。

ただ一方で、各技能士さんを抱えている会社

さんというのは、非常に小さいところもありま

すし、はっきり言うと父ちゃん、母ちゃんでやっ

ているような企業体も実際にございまして、そ

の辺に対して、非常にコスト負担がかかります。

一つは登録制度等も含めて。

もう一つは、うちも、ちょっとそれの登録を、

今、やっているところですけれども、これも非

常に煩雑で、なかなか反対とまでは言わないん

ですけれども、なかなかどうやって、そのキャ

リアアップシステムの導入をしたらいいのかと

いうのを、迷われている企業体とか技能士の方

々がいるんじゃないかなということで考えてお

ります。

国交省は１年で100万人の登録を目指すという

ことでございますけれども、そこから後が、ど

うやって進むのかなというのを、そういうとこ

ろでも技能士会とか各業界、団体さんが、団体

として手を差し伸べないと進まないし、強いて

言えば技能士さんの待遇改善とか、若手の方の

魅力にならないんではないかなというふうな、

これは業界でも、本当に意見が２つあるのは間

違いございません。

ただ、個人的にはもっと積極的に、早く進め

ていただいて、運用をしていただきたいなとい

うのが希望でございます。

ほかに、何かございますか。これでいいです

か。

○右松委員 ありがとうございます。

○朽木副会長 済みません、どうも、ありがと

うございました。

○山下委員 皆さん方の状況を、いろいろ資料

までそろえていただいて説明いただきましたが、

本来、大手の建設業がおられて、大手建設業は

１級建築士なんかを持っていて、あとはもう、

皆さんに全て丸投げなんですよね。そのことが、

ここ10年ぐらい、国も宮崎県もさまざまな建設

産業の制度改革の中で、真っ先に公共事業の単

価を落としていった。宮崎県も東国原さんが知

事になった後、かなり改革を進めましたよね。

競争入札もほとんど一般競争入札にしてしまっ

た。

何が起こったかというと、いわゆる皆さん方



- 13 -

平成30年９月25日（火曜日）

の価格競争ですね、70％台で元請がとっていく

時代があった。その間に、なお下請は厳しくなっ

たんですよね。もう東京の本社としては、利潤

もとらないといけないんで、あとは下を叩くし

かなかったと。これが、皆さん方の人材確保が

非常に厳しくなったという状況だろうと思うん

です。

それで、我々県議会としても、皆さん方のこ

ういう特別な技能士だけではなくて、全ての産

業が、もう今、人材がいないんです。それはど

ういうことかというと、やっぱり団塊の世代、

戦後のベビーブームの人たち、22年、23年、24

年生まれの人たち、この人たちがもう70前後に

なって、第一線から皆さん、福祉の現場からリ

タイアしてしまったと。その分が、結局建設産

業の改革はどんどん進んで、若手が寄りつかん

くなった。いた人も、左官でも大工でも今まで

働いていた人たちは、もう離職して、ほかの仕

事に入ったと。その仕組みが今日の、特に建設

産業界の大きな課題だろうと思うんです。

それで、私たちも県議会でこういう特別委員

会までつくって、人材確保に向けて高卒の人た

ちも、なるべく地元に残るような施策を進めな

いといけないということで、こういう特別委員

会まで開いて、ずっとやっているんですが、きょ

うは技能士の皆さん方ですから、今までも大手

の建設産業の中に、技能士として資格をちゃん

と経営審査事項の中に評価点として入れられる

制度があればよかったんですが、結局、元請が

全部下請に出してしまうと。その人たちの価格

競争で非常に待遇がうまくいっていなかったと

いうのが今日の現状だろうと思うんです。

私は、じゃあ今からどうするかというときに、

皆さん、仕事はしきらんとじゃないですか。今

はもう、断るのに必死だろうと思うんです。そ

れぐらい、今、民間投資意欲と、もう今、人手

がいないということで皆さん方も、本当に仕事

を言ってきても、今はそれをまともに受けられ

ないという状況だろうと思うんです。

私はここで、何とか元請と、我々も入札価格

を90％まで持ってきて、何とか95まで価格を上

げられないか、その辺の交渉もしているんです

が、やはりその辺で、皆さん方も社員を守らな

いといけない、自分たちも守らないといけない。

だから、元請の人たちと皆さん方が、安い価格

での価格交渉はできないと、ある程度の継続性

を持てる中での価格交渉というのを、皆さん方

も元請と努力するべきじゃないかなと思うんで

すが、その辺の状況というのは、今、皆さんの

業界でどういう話し合いがあるんですか。

○松浦副会長 我々、どうしても先ほど話した

ように下請ですので、お客さん、元請さんから

言われたら、どうしてもやっぱりその金額でや

らないといけないというのは、本当に現状だと

思います。

朽木副会長も塗装の方なんですけれども、塗

装のほうで、そういうのは見積もりをとってす

るときも、どうしても競争して比べて安いとこ

ろという。

特にとびとなると、仮設関係になりますので、

組んだらなくなるわけじゃないですか、仕上が

りとかじゃないので、一番叩かれるところです

ね。だから、それで努力はやっぱりこっちもし

ます。人手もいないということで、金額をある

程度もらわないとできませんよという話もして

いるんですけれども、どうしても言われてしま

えば、そうですね、それでやらないといけない

というのが現状になっているので、上げていく

というところが、そこは難しいところです。

○山下委員 今、もうトラック業界も運行管理
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や基準が厳しくなって、前はトラック業界と言

えば、運転をして東京大阪まで行って、週に２

回ぐらい行けば、かなりな金額をやっていた、

花形の働く場所だったんです。もう今、トラッ

ク業界の皆さん方も、非常に人手がいなくて厳

しくなって、何をされているかというと、とに

かく社員、給与を上げないと来てくれないわけ

ですから、安い値段で荷主から交渉されること

は、もう断っていくと。でないと、会社が成り

立たないというんです。職員を守らなきゃいけ

ない。

だから、これだけの荷主との値段交渉で、お

互いに業界同士がある程度レベルを上げていく

こと、これを、今やっていかないと、もう本当

に宮崎県というのは、物流はトラック業界に頼

らないといけないわけですから、その責任の中

で、お互いに荷主に物を上げる交渉をされてい

るんですよ。

ぜひ、こういう機会に、もう今、仕事は何ぼ

でもあると思うんです。その辺のことを、今、

交渉をされるべきじゃないのかなと。今、皆さ

ん方が団体で、せっかくこれだけの事業の加入

者がおられるわけですから、問題提起としてぜ

ひやっていただくとありがたいなと思います。

もう一点よろしいですか。きょうは、畳の方

もお見えなんですが、実は私の近くで、この前

も棟上げがあって、どういう家のつくりなんか

ということを、ちょっと調べましたら、もう３

畳１間の和室しかないと。もうびっくりして、

前は床柱とか大黒柱とか、そういう見える部分

の和室でいい柱を建てたりしよったんですが、

全くその柱材とか、そういうのがなくて、もう

畳も３枚入れるだけだと。

そして、もう柱材も節のある、角物がばあっ

と建っていて、何か、今はもうこういう時代に

なったんかと、そういう思いだったんですが、

せっかく畳業界もおられるので、その辺の問題

ももしあれば、状況をお聞かせいただくとあり

がたいと思います。

○松山監事 先ほどの入札の話なんですけれど

も、私は日南のほうで畳屋をやっています。東

国原知事になった後、県営住宅が今度の入札を

合わせて５棟、もう４棟はできているんですけ

れども、１つは、今、基礎か何かやっているん

ですが、全部日南市以外の業者がとっています。

だから、電気、水道はもちろん地元がします

けれども、それ以外の内装仕上げは、我々も一

応現場監督に挨拶に行くんですが、やっぱり価

格で低い単価を言われて、実際にはうちの組合

員がしているんで、後から聞いたら、僕たちが

聞いた値段よりは上の値段でされているけれど

も、最初に業者の方が言われるのが、物すごい

安い値段を言われて見積もりを出してください

ということで、そんな見積もりちょっと出せな

いので、仕事は一回もとれないんですけれども、

１件の物件に関しては、宮崎県外の業者が入れ

ています。

証紙が張ってあるんで、どこの業者が入れた

かわかるんですけれども、畳に関しては、そん

なに難しい工事ではないので、県内の業者でも、

仕様書どおりの材料を使って十分対応はできる

と思うんです。

だから入札で、地元を１社か２社ぐらいしか、

資格はないかもしれないんですけれども、その

地元の業者がとれないというのは、やっぱり地

元のほかの下請業者にとっては、マイナスにな

るので、５棟建ったにもかかわらず、後のメン

テの張りかえなんかは私どもがしますけれども、

新築のときには入れないというような、何か、

やっぱり頑張ってもらいたかったんですが、こ
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の前もあって、一応は安い値段を提示はしたん

ですけれども、それでもとれなかったと。入札

の仕組みがわからないので、値段ばかりじゃな

いと思うんですけれども、やっぱり県営住宅な

んか、そんなに、もうこれからもできるもんじゃ

ないと思うので、地元の業者が、せめて３回か

４回に１回ぐらいはとれるように、何かそうい

うものをしてもらわないといけないのかなと。

我々、畳業界にとっては、人材不足もですけ

れども、結局、家内工業で世襲でやってきた部

分があるので、もう日南市にしても、今は若い

人でも50が近い人たちが３人ぐらいいるだけで

す。だから、本当にあと10年ぐらいしたら、日

南市の畳屋さんがなくなるというようなことも、

本当に考えられるので、今から身内というか、

ほかからの職人さんをと思うけれども、最初の

給与の面なんかでも、２年、３年、正規の金額

を払うというのは、我々にとっては大変です。

仕事があるときは集中してくるんですけども、

ないときもというのがあって、県内でも後継者

がいらっしゃるところは、昔は畳専業であった

のが、ふすま、障子、網戸とか、いろいろ多方

面で考えてつくっていらっしゃって、宮崎市内、

都城、国富あたりは後継者が、ちゃんと育って

いるところもあるんですけれども、地方に行く

と、もう畳屋さんがなくなるんじゃないかとい

うような心配をしていますし、もう高齢化で廃

業する人も大分ふえています。

だから、県営住宅に関しては、ちょっとどう

にかならないかなということは、お願いしたい

と思います。済みません。

○山下委員 最後にしたいと思いますが、我々

も個別案件のことは、ちょっとわからないんで

すが、今、さまざまな大手企業の中で、福祉の

ほうもそうですし、建設産業もそうなんですが、

今までは内部留保が先という形でやっていたん

でしょうけれども、社員目線での福利厚生を入

れて、お金の循環をちゃんとやっていかないと

いけないよねと、その話の議論は、今、もう出

てきていますから、ぜひ、やっぱり皆さん方も、

いないと、物ができないわけですから、皆さん

たちの力がないと。

その辺は、先ほど言われましたけれども、も

う言われた値段に我々は落ちつかないといけな

いよなというような話でしたが、やっぱり皆さ

ん方も社員を守る、会社を守るためには、ある

程度は団体でのそういう話題性を上げていくこ

とも大事かなと思うんです。

我々も、大手のそういう建設産業にも、そう

いうテーマとしては、今、そういう話題になっ

ていますから、お金の循環をちゃんとやってい

きなさいと、でないと若者は地元に残らないわ

けですから、そこをぜひ研究していただくとあ

りがたいと思います。

○朽木副会長 今の御意見は、非常に私たちの

業界でも、以前からずっと出ておりまして、一

番最初に出たのは社保の加入のときに、やっぱ

り見積もりに別枠で入れていただけないかとい

うような、基本的には別枠になっているような

形ですけれども、多分、最終的には一緒になっ

て引いていくというような形で、そのときに、

公共工事に関しては、消費税方式で別枠でどう

かという意見も、多分出させていただいたんじゃ

ないかなと思うんですが、それも値引きとして

は同じ比率で引かれているということは、やっ

ぱり直接的に会社から技能士さんのほうに渡り

づらいと。

実際に皆さんは入っている企業を受注先に選

んでいただいていると思うんですけれども、ま

だ少し、漏れがあるんじゃないかなというのが



- 16 -

平成30年９月25日（火曜日）

第一点と、今後、キャリアアップシステムがで

きれば、その現場に入る作業員の方全員が社保

に入っているというふうに確認ができるのかな

というのが、先ほどから言っている期待で、そ

ういうことになれば、皆さん同じ土俵で入札に

も参加できるし、受注もできるんじゃないかと。

なおかつ、それは最終的には技能士さん一人一

人に返っていくお金だというふうに考えており

ます。

もう一つは、最近、働き方改革ということで、

やっぱり土木業が非常に３Ｋということできつ

いということの中で、やはり週休二日制を導入

しようということで、これは建設業界全体で取

り組んではいるんですが、その辺のコスト問題

が、どうしても出てきておりまして、それに対

しても、やっぱり最終的には技能士一人一人に

しわ寄せが行くという形になるのかなと、その

辺は、非常に危惧をしております。

○岩切委員長 ありがとうございました。ほか

にございませんか。

○上米良理事 私は型枠のほうで会長をやらせ

てもらっています上米良といいます。

私たちは、先ほどから松浦副会長、それから

朽木副会長からのお話もありましたとおり、単

価の問題で、どうしても正直言いまして、県外、

近隣の鹿児島とか熊本、大分というのは、宮崎

と比べたら雲泥の差が、私たちの場合はありま

す。

何で宮崎がこんなに安いのかなって、そして、

この宮崎市内というのは陸の孤島と私は自分で

言うんですけれども、都城辺の業者の方々は、

割と熊本とか鹿児島に高速道路を使いながらで

も行かれるんですが、どうしてもこの宮崎から

というのは、なかなか遠方が難しいんです。

だから、どうしても地元のここの仕事じゃな

いとできないと。でも、単価のほうも安くても、

もう遠方にちょっと行けないからこれでいい

かって、先ほど松浦副会長が言われたように、

もう見積もりを出してもそのとおりの金額はも

らえないし、もちろん私の場合は宮崎市内で、

福利厚生費を幾ら出してももらったことはあり

ません。

だからこの辺のことを、ちょっと議会のほう

で、県のほうでこういうのを、もうちょっと何

とかできないかというのを大手企業に、それか

ら地元の会社の方々に通達できないかと、私は

ちょっと思っているんですけれども、ここら辺

をよろしくお願いしたいと思います。

○岩切委員長 委員の皆さんから、いかがです

か。

○田口委員 延岡の田口と申します。よろしく

お願いいたします。

先ほど、松山さんのほうからも、ちょっと話

が出ましたが、宮崎で、今、非常に問題になっ

ているのが、倒産でもないのに年間400社近く休

廃業をしている会社が非常に多くて、人材もそ

うですけれども、今は後継者が非常に不足して

大変だと。

せっかく高い技術を持った会社とかそういう

のが、どんどんなくなってきている。特に宮崎

は、ここずっと全国で、比率でいくとワースト

２位なんです。非常に高い率でやめているとこ

ろがあると。

そこで、県も後継者とやめようとしている会

社との、いろいろなマッチングをして何とか事

業を継承しようというようなことで、今、対策

を打ってきているわけですが、これは、技能士

会としては、事務局のほうになるんでしょうか

ね。何かそのような対策みたいなことは、今、

考えられているのか。企業と企業のマッチング
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とか、そういうのを、今、やったりはされてい

るのか、今後やろうとしているのかとか、もし

何かそのような予定とかがありましたら。

○山之内専務理事 事業承継の問題につきまし

ては、技能士会連合会に直接ではございません

けれども、職業能力開発協会というのが私のほ

うの本職ではあるんですが、そちらのほうの総

会に、商工会議所の中に事業承継センターとい

うのがあるんですけれども、そちらのほうの御

担当の責任者の方に来ていただいて、若干意見

交換みたいなことをやったことは、今年度ござ

います。

○田口委員 先ほども言われましたように、日

南では、ひょっとすると畳屋さんがいなくなる

かもしれないという、ちょっとぞっとするよう

な話も出ましたんで、今後そういう、ちゃんと

承継ができるような形で、やっぱり県のほうも

取り組んでおりますし、そういうことで業界と

してというよりか、やはり地域で生き残ってい

けるような対策を、ぜひとも考えていただけた

らと思っております。

また私たちもそれに関しまして、議会のほう

では、いろいろ提言などしていきたいと思って

おります。

○前屋敷委員 きょうはありがとうございます。

直接、現場での御苦労を御説明いただいたんで

すけれども、技術を持つということは、どれだ

けすばらしいことかということもお話いただき

ました。

それであれば、やっぱりその技術に見合うだ

けの対価が、きっちり支払わなければならない。

見積もりを出しても、それに見合うような形で

の仕事がとれないというお話もありましたが、

それだったら、やはり技術者がまさに育たなく

なってくるというふうに思うんです。とりわけ

現場で、厳しい状況の中で働く皆さんだからこ

そ、そこにはやっぱり、きっちり対価に見合う

だけの予算が組まれる、そういうシステムがそ

の業界の中で、きっちりルール化されるという

か、位置づけられるというか、そういったモラ

ルが本当に必要になってくるんじゃないかなと

思うんです。

ものづくりがだんだん薄れていくということ

で、後継者も育たないということがありますけ

れども、しかし、技術を身につけても、それが

生かされて、その人の暮らしがそこで成り立つ

ようでなければ、その技術も生かされないし、

続かないというふうに思うんです。

ですから、そこのところは、皆さん方の努力

もさることながら、やっぱり業界の中でそうい

うシステムがきっちり定着するというか、生か

されるというか、そういうものがつくられなけ

ればなりませんし、それはやはり国の問題であ

り国交省もそういう位置づけで、また県は県で、

県の土木のところがそういうことで、さっき言

われた公共事業にしても、やっぱり地元の業者

の皆さん方が、しっかり技術を生かした仕事で

優先されるというものが、やはりルールとして

位置づけられなければ続かないというふうに、

私自身もお話を聞かせていただきながら思いま

した。

そして、その技術が、若い皆さん方に魅力と

して、自分がそういう技術を持ちたいというこ

とに、どうつながるかという点では、前段御説

明もいただきました、小・中学校に出向いて、

その技術を子供さん方に見せて勉強してもらう

というか、そういう仕事ができるのかというこ

とで、若い皆さん方は、本当に興味を示される

ことにつながっていくんだろうと思うんです。

そういう努力もされておられるという話も伺っ
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たんですけれども、実際現場で、子供さん方と

接して、どんな感触をお持ちか、そこのところ、

大変大事な事業だなというふうに思ったもんで

すから、ぜひお聞かせいただきたいというふう

に思います。

○野口監事 私どもの建築板金のほうの業種と

しましては、年間20回以上行きます。私どもの

組合、職種が、参加日数は一番多いと思います。

その中で、私が感じたことです。私は宮崎県

各地に全部行きます。延岡の何とかというとこ

やら、全部、高原から参るんですが、そのとき

に、子供たちは「板金って何するの。」と、まず

子供の言葉でそういう返事が来ます。「ええ、板

金っち、何するとやろか。」自動車板金屋とすぐ

間違うんです。自動車の板金と。

そこで、県のほうからいただいた資料を持っ

て、マップのやつで説明をしながら、みんなの

学校の屋根を、体育館の屋根をしているんだよ、

渡り廊下の屋根をしているんだよ、玄関先の雨

どいという水が流れてくるところを、仕事をし

ているんだよというのを教えます。

それから、議題に入りますと、銅板で工芸を

してあげるんです。自分たちの表札の名前をつ

くってあげるんです。それを指導する。つくっ

てあげるんじゃない、指導します。でき上がっ

たときに、子供の言葉が「きょうは指は痛かっ

たけど、いいのができた。お母さんに持って帰

る。」そしたら、お母さんが何て言うかといった

ら、「あんたが本当につくったとね。」って、大

体、こう言われるそうです。

それは、その後に、私の業界のほうだけでしょ

うかね、感想文をその学校からいただいており

ます。それもまた、その学校の特色でしょうね、

先生の雰囲気じゃないでしょうか、リボンがつ

けてあったり、色鉛筆で書いてあって、私に対

して「ありがとうございました。」という、もう

これは、ねぎらいというより、私の一つの活性

剤です。年間20回以上行く、一つの活性剤とな

ります。

だから、私は今、前屋敷委員が言われました

小学校、中学校よりも、高校の子供にも教えて

いきたいと、高校の子供に教えたら、即、気に

入った子は、要するにちょっと変わった子かし

りませんけれども、それは私のあれであります

けれども、高校とか西都の職業訓練校ですね、

あそこにも先生がおられるけれども、私どもが

している１級技能士の先生方に行っていただい

て指導したら、また違った面が出るんじゃない

かって、私は常日ごろから思っておりました。

小林市に、小林秀峰高校という、昔は工業高

校でしたけれども、そこで一応、私もいろいろ

役員をしちょったときに、どうして子供たちに

教えたら、ほったら学校が建築科がなくなりま

した。「はあ」というような感じですよね。やっ

ぱりそういう時代なのでしょう。県のほうやら

お国の政策の方法で。

だけども、それなりに残っているやつはある

わけです。何とかという名前で。だから、そこ

ら辺に行って、私どもが指導したら、絶対、な

る子がおります。

それも、ちょっと私の個人的な身近にありま

したことを言いますけど、私の弟子の子が、「親

父、弟子の子が入ってきたぞ」と、弟子の子が

入ってきたというよりも社員が入ってきたと言

うのが当たり前でしょうけれど、それは、私の

何番目かの職人でしたけれども。弟子の子が入っ

たっちゃ、私は娘が結婚したよりうれしかった

ですね。やっぱりそういう職業的な指導をして

いますから本当に。それで、近いうちに会って

お祝いしてあげようって思う。よかったです。
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それで、そういうのが、またそれと、今、私

どもの板金業という仕事は花形です。もう瓦屋

さんがなくなって、大きな家、大きな工場がで

きても、屋根、壁、全部自分たちがします。

だから、なぜかって言うと、私どもの材料の

メーカーがすばらしい材料を開発したんです。

くされないという材料を。要するに30年はくさ

れませんよという材料を。鉄板にアルミを半分

ずつ入れて、ガルバという、聞いたことがある

と思います。

その工法で、私どもの業界としましては、い

ろいろありますけれども、２代目が後継ぎを、

２代目のおる方は２代目がほとんど後を継いで

おります。

この点は、なぜかというと仕事が多くてお金

になる。親父もお金になりゃあ、いい車も乗る、

息子もいい車に乗れると、そういう利潤です。

回りです。

だから、やっぱりそれを見たら子供が、やっ

ぱりちょっと遊び心のある子供が「俺もまあ入っ

てみろかい。」と。入ってくるわけです。それと、

私が常に言っていることは、福利厚生を大事に

せんと。保険から全部。─ああ、そうか、あ

んまり長かったか。済みません、以上です。

○前屋敷委員 ありがとうございました。

○岩切委員長 ありがとうございます。

○西府副会長 副会長を務めさせていただいて

おります西府茂樹と申します。

実は、昨年、一昨年前になりますか、私たち

の活動としてシーガイアのほうでキッズワーク

みやざきというものを、子供たちに１日を通し

て、１こまを子供たちに職業を通して、その恩

恵として文房具などの粗品を上げてという形の

キッズワーク、職場体験というのを抽せん形式

をとって開催しました。その際に、たまたま教

育委員会の職員の方が子供さんを連れてこられ

て、その体験をしていただきました。

今年度、実はもう４月に、この小・中学校の

派遣事業の申請の受け付けをします。それが終

わった後に、実は、養護施設、自宅に帰れない

子供たちを預かる施設の子供たちにも、ぜひ体

験をさせてあげたいという先生方の御意見があ

りまして、私もちょうど今、ＰＴＡの県の会長

のほうを務めておりますので、その縁があって

お誘いをいただきまして、今回、たまたま県の

予算はとれないよということでしたので、朽木

副会長、そして左官とタイルさんにも御協力い

ただきまして、夏休みの１日をおかりしまして、

実は、子供たちに体験教室をさせていただきま

した。

その際にすごくよかったなと思いましたのは、

実はその体験をした子供の中で、１人の子供さ

ん─５年生だったかな─その子供さんが終

わった後に、「先生、僕ね、左官業ってすごいなっ

て思ったの。僕、将来左官業になりたい。これ

から、この仕事を目指して勉強します。」って言っ

ていた子が１人いたんです。

僕たちの活動って、１人でいいんです。そう

いう前向きに、この仕事をしたいって思ってく

れる子供たちが生まれること、僕たちがお邪魔

をして、体験をしてもらって、その中で、「やっ

ぱりこの仕事をしたい。」って、本気で思ってく

れて、そこに情熱を傾けてくれる子供たちがい

てくれたら、子供たちは、やっぱり目標があっ

て成長ってすると思うんです。

そういった意味では、すごくいい活動だなと

思って、僕もずっと体験していて、たまたま、

今、こういう県の役職を拝命していますが、そ

ういった意味では、今、ＰＴＡのほうからも、

今までは学校のほうにこういう文面は送ってい
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ましたけれども、なかなか教頭先生が見つけら

れなくて、申請できない学校とかも等々ありま

した。後から、「ああ、こんなのあったんだね。」

なんて言われる学校もあったので、今は保護者

のほうから学校のほうに、「こういう対策がある

んだけど、よかったら使ってみない。」というこ

とで普及させていただいて、今、どんどん申請

が追いつかないような状況です。

実は漏れている状況ですけれども、その中で

も、漏れてでも年に１回ないし、今年度は10月

にありますが、そういったところで子供たちが

生に体験をできるという対応をしておりますの

で、そういったので、たまたま今回はそういっ

た形で、来年度もまた、ぜひお願いしたいと。

実は、お礼文もちゃんと来ておりまして、こ

れは、ちょうどたまたま、僕は、ちょっと資料

はなかったんですが、朽木塗装さんのほうに送

られた内容です。「参加した子供たちからは、今

回はすばらしい仕事の体験をさせていただきあ

りがとうございました。この経験は忘れません。

難しいところもあったけど、最後はきれいに塗

れてよかったです。めったにできない体験がで

きてよかったです等々、夏の一番の思い出にな

りましたなどの声が聞かれました。これから、

子供たちが体験を通して、自分の将来や生き方

について考えるきっかけとなったことが推測さ

れ、おかげを持ちまして、本講座の目的を十分

に達成することができたと考えております。今

後も、県教育委員会として、キャリア教育の推

進に努めてまいりますので、さらなる御支援を

いただきますようよろしくお願いいたします。」

ということで、お礼文もいただきました。

来年度もこの事業を、私たちの業界はなかな

か予算等はとれませんが、できる限りの予算の

中で、子供たちにとって、できる活動を、これ

からも推進していきたいと、バックアップをし

ながら、これから先、宮崎で育って、宮崎で生

活をしてくれる子供たちのために何かできるこ

とをと思って、済みません、ちょっとマイクを

握ってしまいました。よろしくお願いいたしま

す。

○岩切委員長 ありがとうございます。

○朽木副会長 済みません、時間が迫っていま

すので、ちょっと。

技能士会連合会として、きょうは意見交換さ

せていただいているんですけれども、先ほどお

話ししたように、各技能士さん個人個人の集ま

りが技能士会で、その連合体が技能士会連合会

ということでございますけれども、各技能士会

は、いわゆる協同組合とか業界団体さんの中に

大体入っているというのが建設業の中の現状で

ございまして、技能士会単体で活動するという

ようなところはほとんどない、宮崎県において

はないというふうに考えております。

その中で、やはり建設業の魅力とか、技能士

制度の国家試験としての価値というのを、まず

学校教育で普及させていきたいというのが、私

たちの活動の主眼でございまして、３年ぐらい

前に産業教育課のほうにも、ちょっとお願いに

行ったときは、あんまり関心がなかったんです

けれども、ここ２年ぐらいで、非常に学校側も

教育委員会も、積極的に声かけをいただいてい

るというのが現状かなと。

学校側の校長先生なんかも、技能体験とかそ

ういうのに、ほとんど関心がなかったんですけ

れども、今は来てくれというような要望がたく

さん出ております。

ただし、これは、今やっている建設業に関し

ては、後で、ちょっと事務局のほうで補足して

いただきたいんですが、国の事業でほとんどやっ
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ていまして、県の技能士会単体としての業務と

しての費用負担というのは非常に少ないという

のが現状でございますし、先ほどの研修センタ

ーの「よのなか教室」なんかも、ほとんど無料

で、あそこも予算がないし、技能士会のほうも、

もう受け付け終わっていたので、皆さん、完全

ボランティアでやっていただいているという現

状でございます。

そういう面でいくと、やっぱり小・中学校で

の普及活動、あるいは高校生の建設業への関心

を高めていただきたいというのと、もう一つ、

西都の産業技術専門校と建設業に関しては清武

の産業開発青年隊をやっています建設技術セン

ターですかね、あちらのほうに２つあって、こ

れは、管轄が違うというのもあって、ちょっと

その辺も建設業に関心のある高校生等の受け入

れのＰＲが、ちょっと弱いのかなというふうに

感じております。

それと、入った後、途中の育成についてです

けれども、先ほど35歳の育成については県から

もいろいろ助成金をいただいているんですが、

やっぱり手続面が非常に煩雑なので、もっと簡

単に、何か助成金等が使えるような方法も考え

ていただきたい。

最終的には、先ほど右松委員のほうから言わ

れたように、キャリアアップシステムを、やっ

ぱり推進していただいて、将来設計が、入職し

た若者が、今後、建設業に入ってこういう形に

なるんだというのが見えるように、ぜひ県とし

てもやっていただきたいというような気持ちで

ございます。

○岩切委員長 ありがとうございました。時間

のほうも御配慮いただきました。ありがとうご

ざいます。

おおよその時間は来てはいるんですけれども、

委員の皆さんから、これだけはとかいう御質問、

御意見がありましたら、よろしいですか。─

ありがとうございます。

それでは、きょうは技能士会の皆様、時間も

まいりましたので、終わらせていただきたいと

思います。

一言、お礼を申し上げたいと思います。

本日は、大変お忙しい中、時間を割いてこの

会場に来ていただいたというふうに思います。

本当にありがとうございます。

最後に、朽木副会長様からもありました、皆

様方の技能を若者につなぐということについて、

皆様頼りになっていてはいけないなというふう

にも感じたところであります。

いわば、職業訓練という社会的な投資という

ものが、しっかりと行われて、皆さんの業界に

若者たちをつないでいけるというのも公の任務

ではないかなというふうにも、私個人は感じた

ところであります。

そういった社会のシステムを含めて、しっか

りと考えていく、委員会として議論をしていき

たいというふうに思っております。

本日は、まことにありがとうございました。

皆様方の、技能士会のますますの御発展を祈念

申し上げて、お礼にかえさせていただきたいと

思います。本当にありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前11時33分休憩

午前11時35分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

お手元の日程案のペーパーのほうに戻られて

ください。

協議事項についてであります。

県外調査についてでございますが、お手元の



- 22 -

平成30年９月25日（火曜日）

資料２をごらんください。

10月の17日から19日までの日程で行われると

ころでございますが、前回の委員会において県

外調査先について正副委員長に御一任いただい

ておりました。ごらんのような日程案を作成を

いたしました。

現在調整中ではございますけれども、静岡県、

滋賀県のほうに参ろうかというふうに思ってお

ります。何か御意見はございませんか。

○濵砂委員 これでいかんということじゃなく

日程はいいんですが、この17時30分までという

これですよね、相手の職場の問題も含めて、基

本的に５時終了ということでないと、相手は当

然に時間外もこれで発生するだろうし、配慮を

するところは、ちゃんと配慮せないかんのやな

いかなと思うんですが。５時半までになってい

ますからね。

○岩切委員長 ありがとうございます。事務局

のほうで、何か御説明がありますか。

○黒木書記 そこだったら対応できますという

ことで、相手様から逆に言われまして。

○濵砂委員 いや、これは宮崎県議会として視

察するわけだから、やっぱり基本的なものは、

ちゃんと守っていかないと、だから時間調整を

するべきじゃないかなと思いますけどね。

○黒木書記 また、調整いたします。

○岩切委員長 暫時休憩いたします。

午前11時37分休憩

午前11時45分再開

○岩切委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

調査先の調整を進めつつ、また、皆様のほう

に案を提示していきたいと思いますけれども、17

日から19日、おおよそ出発帰着の時間帯の枠は

こんな考えで組み立てをしていきたいと思いま

すが、引き続き正副委員長に御一任いただきた

いと思いますけれども、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 ありがとうございます。

次に、協議事項の（２）、次回委員会について

であります。

次回委員会は、11月２日金曜日に開催を予定

しております。

次回委員会での執行部への説明・資料要求等

について、何か御意見や御要望がありましたら

お願いしたいと思います。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 特にないようですので、次回の

委員会の内容につきましては、正副委員長に御

一任いただきたいと存じますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、そのような形で準備

をさせていただきたいと思います。

協議事項の３番はその他でございますけれど

も、委員の皆様から、何かございますでしょう

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、次回の委員会は閉会

中の11月２日金曜日、午前10時からを予定して

おりますので、よろしくお願いをいたします。

それでは、以上をもちまして本日の委員会を

閉会いたします。お疲れさまでした。

午前11時47分閉会


